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大学改革についての提案

加藤総長は 10月 14日 付にて「大学改革についての提

案」と題するパンフレットを全学に配布した。このパン

フレットの内容は

I。 大学改革を呼びかけるにあたって
1.は じめに一大学改革へのよびかけ―
2.これまでの経緯
3.大学改革についての私の見解
(1)大学社会の特質

(2)学問の厳しさと寛容

(3)新 しい大学自治の確立

(4)大学改革における論議の態度

(5)大学改革と現行制度との関係
II。 大学改革についての提案
1.大学改革の当面の課題
(1)研究教育に関する改革

(2)学生等学内構成員の地位に関する改革

(3)大学の管理体制に関する改革
2.大学改革委員会の構想
(1)学内各構成員の参加方式について

(2)一っの委員会か,問題ごとの委員会か
(3)大学改革委員会の任務と改革案の決定方法につ

い■〔

3.大学改革の進め方
(1)大学改革委員会の発足まで

(2)大学改革委員会での審議

(3)改革後の検討方法
4.むすび
となっており,各章各節とも重要な内容が盛らll′ている
ので,それらの要点を短かくまとめて紹介すること1)難
しい。

総長の提案によれば,大学改革の主要な課題は研究教
育体制,学生の地位,管理体制の三つに大別でき,各々
問題の性質が異なるばかりでなく,審議の進行の速度,
学内の各構成員グループ相互のかかわりあい方の濃度に

違いがあると考えられるので,それぞれに対応して三つ
の改革委員会を設け,連絡機関をおぃてその間の連絡調
整をはかるのが適当ではないかと述べている。また総長

提案の中で述べられていることとして,

「教官, 学生, 職員の各構成員グループ間の協議方式
で改革が進められる場合には,それぞれのグループが単
一の改革委員会を設けるか,それとも三つの改革委員会
を設けるかは基本的には各グループの自治の問題となろ

う。」

「大学改革について最初に問題になるのは, 大学改革

委員会の構成 。組織とその運営方法であるが,それにつ

いての意見の提出および討議は,学部学生については学
生委員会,大学院学生については大学院学生委員会,職

員については職員7~E絡委員会 (仮称一新設の予定)がそ
れぞれあたるようにしていきたい。それらの委員会は,

総長室と連絡をとりながら,改革委員会の構成等につい

ての折衝にあたるようにするのが適当と思われる。J

「改革委員会の発足までには, 少なくとも1カ 月以上

の論議が必要であろう。また 12月に 3年生が駒場から

木郷に進学し,学生の学部ごとの構成に変化が生じるこ

とも考慮しなければならない。しかし他方において,大

学内外の諸般の状況からみるとき,改革委員会を一日も

早く発足させ,順次に改革を実現していくことが急務で

あると考えられるので,こ の点につき各構成員の十分な

1//7カをお願いしたい。J

大学改革準備調査会

第一次報告書

大学改革準備調査会は,木委員会ならびに規則処分 。

総長制度・組織問題の 3専門委員会が本年 1月 以来調査

を進めてきた大学改革の一般的な諸事項に関する調査結

果をとりまとめ,10月 11日 に「第一次報告書」として

提出した。調査会は 7月末までに 15の覚書を提出した

が,覚書提出後に学内各方面から寄せられた意見をも参

考にしつつ,すでに提出 t´た覚書の内容のL/1訂補足を行

ない,今回の報告書を作成した。

報告書は,

第 I編 「大学問題の基本問題J
第Ⅱ編 「研究教育組織と管理組織 |

第Ⅲ編 「総長制度J

第Ⅳ編 「学内規律J
の4つの部分から構成されている。これらのうち,第 Π

編 。第Ⅲ編 。第Ⅳ編は,それぞれ組織問題,総長制度,

規則・処分の各専門委員会の報告書である。この報告書

全体の構成と第 I編の作成は木委員会の責任において行

なわれた。この報告書の提出をもって前記の 3つの専門

委員会は,その任務を一応完了したことになる。

今回の報告書を「第一次報告書Jと したのは,調査会
においては,現在なお, 6月 に発足した研究教育組織・

管理組織の両専門委員会を中心とL´てさいに調査をすす

めており, 両専門委員会が担当 tンている事項について

は,今後しかるべき時期に,その結果をまとめて報告書
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を提出することも考えられているからである。

(以上学内広報 NO.46(1969.10.20)ょ り転載)

大学改革準備調査会第一次報告書は本文約 400頁,附
録・序文 。日次など約 50頁あり,約 50万字におよぶ部
厚い報告書である。目次だけでも木広報に収録すれば 6

頁近くを占めてしまうほどである。この報告書作成に至

るまで木委員会は 1月 6月 発足以来 8月 19日 までに 90

回の会合を開き,会議を行なった時間はのべ 396時間,
規則・処分専門委員会は8月 11日 までに 63回,のベ
255時間,総長制度専門委員会は7月末日までに 37回 ,
のべ182時 間,組織問題専門委員会は 8月 2日 までに
53巨|,の べ 252時間の会議が開かれている。

第一次報告書の中にある加藤総長の序文を引用してこ

の報告書の性格ならびに利用について記しておく。

「大学改革準備調査会は, 東京大学の改革のための予
備的な調査を行なう諮問機関であって,大学全体として
の改革案を作成することを任務とするものではない。こ

の報告書においては,種々の考え方や提案が述べられて
いるが,こ のような調査会の性格からして,それは,大
学改革委員会における本格的な検討・立案のための素材

を提供しょうとするllPX旨 のものにほかならない。 (中略)

全学の意見のとりまとめ,おょび,正式の改革案の作成
は, 今後設けられるべき大学改革委員会の任務であっ

C,こ の報告書はあくまでその討議の素材となるべきも
のである。したがって,これを,東京大学の改革案,あ
るいは,東京大学の教官側の改革案と見るのは,適当で
ない。しかし,他方において,こ の報告書が東京大学の
改革について多くの重要な問題提起をしてぃることは,

十分認めなければならない。私は,今後設けられるべき
大学改革委員会において本格的な改革の討議が 行なわ

れ,大学の改革が,HT能なところから,1貞次速やかに実
現されていくことを期待している。この報告書は,上記
のような性格からして,その際の討議の内容を制約する
ものでは決してないが,調査会の衆知を集め,連 目にわ
たる討議をl・Iた この報告書の内容が,実際には,重要な
討論の素材となるものと思われる。」

大講堂の改修利用について

一学内各層の建設的意見を求める一

本年 7月に設けられた東京大学大講堂利用計画委員会
(委員長: 隅谷三喜男経済学部教授)が大講堂の改修 0

利用について検討を重ねた結果,具体案として

(1)総長室とそれに付随する本部の一部を入れる。
(2)保健センターを当面大講堂に移す。
(3)ァ ルバイト相談室や学生相談所などを大講堂に移
す。

(亀

肇鸞撃言看峯像IF庫
を大講堂内に移し,その閲

(6じ

麗t写 F基二諾撮笙馨窯撃曇摯庭乳鳶壌IITT
にする。

]:ii[[言ililli]][「:[][:な言:
:奮慮薯埋集婁響言最すだ會賃詈喜患T言1[1こ Lを
期賃鼻菖墓菖it尿亀落戻だ

配布され
Fぃ
ます。大講堂

本部事務局庶務課企画掛 (内線 5164)

il』:i::tilj{瞥I[]::Jを :な][[

菫彙h皇甦名畜筈墨省な:31]℃3『単なigttL李電
である。

理学系大学院修士課程

入 試 終 る

昭和 45年度大学院理学系研究科修士課程入学試験は
10月 22日 (水)～ 27日 (月 )の間予定通り実施され,10
月 29日 には入学許可内定者の発表が行なわれ,無事入
試が終了した。ただ例年ならば大学院修士課程入試は火
曜から始まり土曜日で終るのが慣例であったが,本年は
水曜から始まり翌週月曜にわたり,そ のために地方から
上京する受験者には不便をかけ, また入試前日の 21日

は国際反戦デーの混乱を防ぐため受験者にさらに迷惑を
かけることになったのは遺憾であった。今年は志願者が

激増したので,例年にない激しい競争率となった。以下
参考のために各専門課程別に志願者数 。合格者数を示

す。
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数′口
は
り
に渤繰

格

く
他

ヘ
ロ専  門  収  容

課 程 名  予定人員

合 計
"5(375) 210(60)

理学部会合日誌

1日 (水)学部長・学生委員・幹事会。大木評議
員と学部自治会との懇談

(13～ 16時半,於理学部会議室)

2日 (木)ll「_系大学院専門課程主任会議

(11～ 12時 ,於理会議室)

311(金 )

41J(■ )

511([|)

6に|(月 )

7日 (火 )

8日 (水 )

9日 (木 )

10日 (金 )

11日 (土 )

12 LI(日 )

131J(月 )

14 日(クk)

15 日(ガく)

16日 (木 )

教室主任会議 (10～ 13時,於理会議室)

工学部教官との懇談会 (13～ 15時 ),

理系大学院修士課程入試委員会

(15～ 18時,理会議室)

人事委員会(13時半～15時半),教養

連絡委員会(10～ 12時 )

木郷構内閉鎖

大学院入試J」 合わせ

(15～ 18時 ,理会議室)

定例教授会

(13～ 17時,理 4号館会議室)

臨時院生大会 (16～ 20時,化学講堂)

17日 (金)大学院入試委員会
(15～ 17時,理会議室)

18日 (土 )

19日 (LI)

20 1ョ (月 )

総合計画委員会

(10～ 12時 ,理会議室)

大学院入試説明会

(13～ 15時,理 4号館会議室)

大学院専門課程主任会議

(17～ 19時,理会議室)

木郷構内閉鎖,院生スト

大学院修士課程入試

同上

同上

国上,教室主任会議

(10～ 12時,理会議室)

21日 (火 )

22 日(ガ()

23日 (木 )

24 日(金 )

25 日(JL)

26

27

28

29

30

31

日(日 )

日(月 )大学院修士課程入試
日(火)理系研究科委員会

(14～ 17時,理 4号館会議室)

日(水)新 日幹事会引継打合わせ (13～ 16時 )
日(木 )

日(金 )

教 授 会 メ モ

10月 15日 (水)定例教授会
(13～ 17時 ,於物理新館会議室)

1.前回議事承認
2.人事異動等の報告
3.1云学科に関する件

4.研究生入学の件
5.委員交代の件
理学部幹事がすでに半年の任期をつとめたので,次

り馴幹事会役員を考慮中であり,10月 末までには決定

したいので,依頼があった場合には協力をお願いし

ますと部長より発言があった (力i幹事会メンバーに

つぃては木号に別記)。

6.J里学系入試について

10月 22日 ～271]にわたつてFiな わ′}じる理学系人

学院修士課程入試について学部長.お よび人試委員l_

西川教授より全教官に協力依頼があつた (入試関係

記事別記)。

7.教養学部類別等の問題
昭和 45年度教養学部入試については,類別にはま

だ変更の余地が残されているので,近いうちに教養

志 願 者 数
( )内 は
他大学より

数   学  約28名
物 理 学  約45名
天 文 学  約 8名
地球物理学  約 18名
化   学  約 41名

生 物 化学  約 24名

動 物 学  約 9名
植 物 学  約 14名

人 類 学  約 5名
地 質 学  約 14名

鉱 物 学  約 4名
地 理 学  約 8名
相関理化学  約 20名

77(29)

221(179)

19(14)

33(16)

71(31)

47(27)

14( 8)

22(17)

8( 5)

11(7)

4(2)

12(10)

56(30)

28( 4)

43(17)

8( 3)

15(3)

41(10)

19( 8)

8( 2)

7(3)

6( 3)

7( 3)

3( 1)

3(2)

22( 1)

10 り1
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学部問題懇談会で言1論することになっていると学部

長より報告があった。また秋IJ評議員がFL牟|四類に

関する小委員会で検討された問題点の指摘,教養学
部問題アンケートの集計結果lla報を行なつた。

8,改革の進め方について
大学改革準備〕4査会第一次幸は告書が提出され,ま た

総長から「大学改革についての提案」も出されるに

至ったので,大学改革について積極的に取組んで欲
しいとの要望が学部長より伝えられた。つづいて改

革上の部1題点などにつ いての意見交換が行なわれ

た。

9. そのf也

学部長から次のような報告があった。

9月 30日 の評議会で木年 3月 に本学を退官された

吉出1リト作教授を名誉教授に推薦す ること力tき められ

た。

llg和 45年度在外研究員募集については適当な時川|

に教室主任会議を開いて推薦順位を定めることにした

い 。

アポロ 11号が持ち帰った月岩石試料を東京大学理

学部が受入機関となつて行なう研究については,久城

講miは 10月 5日 に米国 NASAょ り資料を受取って
帰国し,永田教授は木日帰国の予定であるとの報告が

あった。

学内事情について,学部長から駒場祭実施,文学部

授業再開への努力などについて紹介があつた。

去る4月 4日 の病院での事故に関
'生

して各部局で危

険物防止の措置が要Lljさ れているので,各実験室で適
当なtL慮を願うとの要請があった。

教養学部から進学に関するスケジュールの案が出さ

|した。それによると,

1昭和 45年 4月下旬 1昭和 43年度入学学生の進学

振り分け

昭和 45年 10月 下旬 上記学年度入学学生の進学決
定

lイイ和 43年度入学者の第 3,4学期授業計画は
昭和 44年 11月 24日  第 3学期授業開始
1昭禾‖45`「 5月 1日  第 4学期授業開始
となつている。 なお, 43年度入学学生のうち上記の
時期に進学不能であるものに対する措置は困難な||」題

であるが,早 く方針を立てる必要がある。

非常勤講師 (大学院)を学位論文の審査員とする可能

性が大学院協議会において認められたので,次回の理

学系研究科委員会で内規の改正が行なわれるとの報告

があった。

教養学部入学試験につい C,田丸人試委員より,り ]

後年度以降の入試市1度については本年 11月上旬頃か

ら理学部で特に意見があればそれを反映 してゆくよう

にできうると報告があった。

なお,休憩時間を利用して新築の理学部 4号館を見学
した。

理学部幹事会役員交替

理学部教授会の幹事が交代の時期になり,かねてから

人選がすすめられていたが,こ のたび下記のように新幹

事会メンバーがきまり,10月 29日 に芳il日幹事会引継ぎ

が行なわれた。

高 橋
Л臓 吉|`

平 ′‖
猪 木

徳 丸

酒 井
」二  III

尾 木

武 美
品 夫
ヤ缶 正

慶 治
克 巳

彦 一

一 夫
恵 市

(化学,幹事長)

(数  学)
(4勿  理 )
(物  理 )
(化  学)
(生  化)
(動  物)
(人  類)

ち夢装覗軒老国籍 現職

理学部外国人客員研究員

前号広報のように,外国の大学その他r/pり 1究機関につi

属するりl究者で博士号を有するもの, またはこオしと同等

以上の研究能力を有するものが,理学部において研究に

従事している期間中はこれを客員研究_itと して認めるこ

ととするよう内規をつくった。これにより 10月 15日

までに認められたものは下記の通りである。

氏 名 在留期間

数学 藤田 日  本 英
ブ
孟姦獲 夕

I藤雄二 1:i:～

数学 河 LLI フランス 幕爺斎
~大
 通霜品  1:::～

4勿
j■ 久保 U.S.A.準

教農
ル大
 髭

=hH.1::3～物理 割 (Inda 識 笙
国人
M羅 計tanl:3～

例 鮒 韓 国
聰
婢 校

在 善根 (F清謳 )

物理 山口 U.S・ A.NSF研 究員 憮 l:, 1:|:～

植物 古谷 U.S.A.NSF研 究員 盤思輝乳 着 ::～
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月岩石試料の研究について

アポロ 11号が本年 7月に月から持ち帰った岩石試料

を米国 NASAか ら提供を受けての研究は,わが国では
東京大学理学部が受入れ機関となって永田教授 (地球物

理)および久城講師 (地質)が主研究者となつて行なわ

れることになっている。永田教授は,重さ 16gの岩石
1個と, 径 lmm以下の粉状物質 (新聞ではチリとも
訳されている)5g,久城講師は小豆大の岩石の破片 5g,

粉状物質 10gな らびに 3/100 mmの 薄さに切った薄片

標本 4個をヒューストンの月試料研究所から受取った。

久城講師は 10月 5日 夕刻帰国し,虎のFlの教育会館で

記者会見を行ない,ま た永田教授は 10月 15日 夕亥1帰

国し,羽田空港で記者会見を行なつた。これらの月岩7F
試料を用いての研究成果は明年 1月 にヒューストンで開

かれるシンポジウムに持ち寄ることになっており,その

際借用した試料は化学分析などのためになくなってしま

うものを除いては全部返去,す ることになっている。ここ

に永田教授および久城講師の御厚意で月岩石試料の写真

を掲載する。

永田教授は「月岩石および粉状物質の磁性Jを研究す

ることになっている。月物質のうち CryStalline rockは

density ρ=3.2
magnetic susceptibility χ。‐ 3× 10-4emuた r

で自然残留磁気はほ とん どもつていないとのことであ

る。一方 dust(粉状物質)は
lllagnetic susceptibility χ。こ=3× 10-3 el■ lu/gr

main Curie point      θ==775° C

金属鉄が粉状物質の磁性に主として寄与しているらしい

とのことである。また永1日教授は,太陽風が月表面物質

磁1生の Struё ture sensitive parallleterに 及ぼす影響に

ついても興味を持っている。

一方久城講師らは,構成鉱物の化学組成研究 (昭和 43

年度に設置したエレタロトンプローブX線マイクロアナ

ライザーを利用), 岩石の化学組成決定, 岩石の融点研

究などを主な研究項目としている。

結品質火成岩 (粗粒玄武岩,細粒ハンレイ岩)お よび
凝灰角礫岩 (スケールは l division l mnl)

永田教授が受取った Crysta■ine rock制 料番号 1002422D (黒 :チタン鉄鉱 FeT100,中 間色 :輝石,自 :斜長石 )

Core sample of lunar dusl
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月面試料はアポロ 11号が持ち帰ってから直ちにヒュ
ーストンの NASA有人飛行センターにある月物質受入
れ研究施設において, 51名の科学者から成る月面試料
予備研究チームが予備的研究を行ない,そ の結果が
SCIENCE言誌 165り台, 1211～ 1227頁 (1969`千 9月 19

日号)に発表されていて,い ろいろと興味深い問題を提
起している。その報告の抄訳 (岩石・鉱物の項はほとん

ど全]むこ近い)が「科学J1969年 11月号に 6頁余に
わたって清水字道氏 (東大理・地質)の訳で掲載されて
いる。

正野教授の逝去を悼む

地球物理学教室正野重方教授は,177和 44年 10月 27

日午後 5時 52分虎ノ門病院において敗前l症のために逝
去された。行年 57才。

翌 28日夜,御 自宅 (浦和市東仲町 306)に おいて通
夜,10月 29日 午後 1～ 3時に御自宅において日木気象
学会理事長山本義一東北大教授が葬儀委員長になって葬

儀ないびに告,1式が行なわれ,木学関係者,気象庁なら
びに気象学会関係者など多数の参列があった。正野教授

はここしばらく御健康がすぐれない状態で静養されてお

られましたが,手厚い看護 i、かぃなく他界されま l´た。
東京大学理学部では先l‐ 久野教授iF,い ままた正野教授
を失い悲しみにたえません。ここに故TF野教授の業績を

かえりみて追悼の意を表し,故人の御冥福を祈りたいと

思います。

正野教授は明治 44年 12月 26日大阪生れ,生野中
学,浪速高等学校を経て877和 9年東京帝国大学理学部物
理学科卒業。故藤原咲平博士の助手となられ気象学の研

究に従事,昭和 10年当時の中央気象台事務嘱託,昭禾Π
13年 10月 中央気象台技師に任ぜられ,予報課・気候課
にIIJJtt。 そのかたわら地震波動伝播の理論的研究をすす

め,その御研究で昭和 15年に本学から理学博士号を受

けた。昭和 18年 11月 中央気象台研究部第 1研究室長,

昭和 19年 10月 より東京帝国大学助教授を兼任され ,

昭和 21年 4月 から木学専任になり, 昭和 23年 5月

東京大学教授に昇任。以後今日に至るまで 20年余地球

物理学教室において気象学講座を担任し,理学部および

lT学系大学院における研究と教育に精励され,ご 自身の

研究を深めて業績をあげられるとともに,多 くの優秀な

後輩を育成され,また本学においては海洋研究所設立準

備委員会委員をつとめられた。

正野教授は気象学とくに理論気象学を専攻され,初期
においては主に大規模大気擾乱の研究を推進し,世界に

さきがけて渦度方程式を導入,理論的・数学的手法をFIx

使して気象力学の体系化に貢献され,その後数値予報の

理論的基礎づけ,台風の発達に関する理論および数値実

験,気象力学と天気予報との融合などの面に活躍され ,
これらの業績に対して

昭和 25年「大気擾舌Lの研究」により日本学土院賞

が授与された。また物理気象学発展にも尽力され,氷品
発達機構,人工降雨研究進展に傾1面から援助された。

国内の学界においては, 日本気象学会理事長を長年つ

とめられ,本年 5月 に同学会名誉会員に推戴 れゝた。ま

た日本学術会議関係では,地 J求物理研究連絡委員会 (気

象分科会 卜1任), 海洋学特別委員会, 南極特,1委員会,

第 11回太平洋学術会議組織委員会,匡1際雲物理学会議

組織委員会,境界層および乱気流の国際シンポジウム細

織委員会などの委員をつとめられた。文部省関係では,

学術奨励審議会,理科教育審議会,測地学審議会などの

委員をつとめられ,こ の他原子力委員会原子炉安全専門

審査会,通産省原子力発電所審査委員会,豪雪地帯対策
審議会,気象審議会,航7k技術審議会などの委員をもつ

とめらオtた。

正野教授の業績は海外におい ても高く評価されてお

り, International Association of Meteorology and

Atmospheric Physicsの national correspOndent,国

i屯下部機構の WOrld MeteOrologica1 0rganizatiOnの

諮問委員会委員を勤めら11´るとともに,昭和 37年には

米|コ気象学会の名誉会員に選ばれている。正野教授は目

― - 11 -―



本の気象学を国際的な水準に引上げることに努力され,

正野教授門下の優秀な研究者が内外において第一線で活

躍している。

しかしわが国では気象学研究者に十分な設備と待過を

与えて研究に専念させるに適した地位が非常に少ないこ

とをかねがね案じておられ,わが国に大気物理研究所を

設立することを念願としてその準備を推進 してこられ

た。昭和 40年秋に開かれた日本学術会議第 44回総会

の決議を経て「大気物理研究所 (仮称)の設立についてJ

の勧告が政府に出されるに至って,長年の理想の1実現に

向かっての第一歩がふみ出された。しかしその後具体的

進展がみられないまま正野教授の健康が思わしくなくな

り, 日本学術会議地球物理研究連絡委員会の大気4///J理フ「

究所小委員会委員長をも昨年 3月 には辞任せざるを得な

くなつておりました。大気物理研究所設iZの見通しが立

たな tヽ まま他界されたことはさぞ心残りでありましょ

う。謹しんで故正野教授の冥福を祈り,哀情の意を心か

ら表
.し ます。

お 知 ら せ
昭和 45年度教育実習について

Π召和 45年度教育実習参加希望学生は,昭和 44年 11

月8日 (J■ )ま でに理学部教務掛で参加申
'人

手続をすま

せて下さいとのlEJ示が‖1さ 11`て います。

教育実習期間は

Al・lE 昭不口45イ
「
6月 15日 ()1)力 いヽ 6「127日

(上)ま での 2週間

BIIJT F召禾口45`手 9月 7 日 (月 )か ら 9月 19日

(上)ま での 2週間

ただしA班を原貝1と して,特別の事情ある場合にはB

班を認める由。

プ リティッシュ・カウンシル

奨学金留学生募集

期間:1970年 10月 から 10カ 月間

分野:全分野

詳細は理学部大学院 llま でお問合わせ下さい。

昭禾口45年度 ドイツ留学生募集

・ll攻分野 :人文科学・社会↑1学 。自然倒学・芸 ili

給費期間:1昭和 45年 10月 ～46年 9り ]

詳細は理学瀾
`大

学院 lllま でお問合わせ下さい。

日本学術振興会流動研究員・奨励研究員

および外国人流動研究員募集

昭和 45年度の上言己各種研究員募集の案内がきていま

す。申込希望者は必要な書類作成の上

流動研究員と奨励研究員は  11月 12日 (水 )

外国人流動研究員については 12月 16日 (火 )

までに理学部事務部教務掛に提出して下さい。

みなさんからのいろいろな建設的ご意見を広報にお寄

せ下さるようお願ぃいたします。御投稿宛先は

地球物理171究 施設 福 島  直 (内線 7511)
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